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千代田区は政治、経済、文化、情報、教育など、
様々な分野において先端を行く都市機能が集
積する日本の中心地として常に発展し続けて
います。さらに、将来にわたり持続的に発展
していくために、区、事業者、区民など、あ
らゆる主体がグローバルな視点のもと、最先
端の技術を活かしながら、環境と調和するま
ちづくりに向けた行動を続けています。

千代田区では平成 25 年 3 月に「ちよだ生物
多様性推進プラン」を策定し、東京 23 区随一
の豊かな自然を有する皇居の緑を核に生きも
ののネットワークを周辺地域にまでつなげ、
生物多様性の恵みをより広く享受しながら持
続的に発展していく社会を目指して、プラン
に掲げた取組みを推進してきました。

「ちよだ生物多様性推進プラン」策定から
10 年が経過し、その間、私たちを取り巻く地
球環境、社会情勢は急激に変化し、気候変動、
生物多様性の危機、食糧危機といった従来か
ら課題とされてきた諸問題がかつてない勢い
で深刻化しています。加えて、令和 2 年以来

の新型コロナウイルス（Covid-19）感染症
の世界的な感染拡大により、産業・経済、生活、
教育など様々な分野で行動制限を余儀なくさ
れました。
これらの課題の大きな原因の一つが、「生

物多様性」の損失にあることが、2022 年 12
月に採択された「昆明・モントリオール生物
多様性枠組」や様々な国際会議、研究などで
指摘されています。地球規模で生物多様性の
損失をくいとめ、回復させる「ネイチャーポ
ジティブ」を目指し、だれもが生物多様性を
意識した暮らし・社会経済活動を選択すると
いう大きな社会変革が、一刻の猶予なく必要
となっています。

千代田区は、区民だけでなく、企業、在勤者、
在学者、観光客など様々な立場が生活、経済
活動に必要な資材やエネルギー、食べ物など
を国内外の資源に支えられて成り立っていま
す。つまり、区民、千代田区に関わる在勤者・
在学者など多様な主体が生物多様性に配慮し
た持続可能な社会を目指すための行動を直ち
に選択することこそが、世界のネイチャーポ
ジティブの実現を達成するためのカギとなっ
ているのです。

新しい「ちよだ生物多様性推進プラン」は、
区民、千代田区に関わる在勤者・在学者など
あらゆる主体が、区内外の「生物多様性」の
保全・回復・持続的利用を意識して主体的に
行動していく「社会変革」の戦略です。千代
田区は本プランの取組みを一丸となって推進
し、2030 年ネイチャーポジティブを実現さ
せることをここに宣言します。

千代田区の 2030 年ネイチャーポジティブの実現に向けて

令和 6年 3月

千代田区長
樋口 高顕



1.1
生物多様性とは
1.2
地域戦略改定の背景
1.3
生物多様性を取り巻く
現状と私たちに求められる姿勢
　1.3.1
　世界と日本の動き
　～ “生物多様性” はあらゆる
　　　社会課題に関係しています～
　1.3.2
　千代田区の生物多様性の現状
　1.3.3
　生物多様性の保全にあたって
　区民に求められる責務

地域戦略改定の背景と
生物多様性の現状

02

04

05

05

09

基本的な考え方と目標

21

２.１　
ちよだ生物多様性推進プランの
位置付けと改定の方向性 
２.２　
対象区域
２.３　
計画期間
２.４　
目標年
２.５　
2050 年将来像・2030 年目標
２.６　
2050 年 エリア別の将来像

24

25

25

26

30

25

第１章 第２章

本書の自然環境調査で確認された種の重要種、外来種は次の基準を用いて選定しています。

※平成 23 年度の重要種選定基準
　・文化財保護法（昭和 25 年 5 月 30 日　法律第 214 号）
　・絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成 4 年 6 月 5 日　法律第 75 号）
　・哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物 I 及び植物 II のレッドリストの見直しについて（環境省 平成 19 年 8 月 3 日）
　・東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）～東京都レッドリスト～（区部）（東京都　平成 22 年）
※令和 4 年度の重要種選定基準
　・文化財保護法（昭和 25 年 5 月 30 日　法律第 214 号）
　・絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成 4 年 6 月 5 日　法律第 75 号）
　・環境省報道発表資料　環境省レッドリスト 2020 の公表について（令和 2 年 3 月 27 日）
　・東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）～東京都レッドリスト（本土部）2020 年版～（区部）（令和 2 年）
※外来種の選定基準
　・特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（平成 16 年　法律第七十八号）
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